
令和5年2月6日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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２：

１：
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〇早寝早起きカードを使い毎学期指導
している。調査前に、動画等を用い食育
等指導も行っている。今年度は、食育に
ついての「テーマソング」を作成し、給食
時に視聴する等、児童の意識を高める
ことに繋がっている。こうした取り組みの
成果として、栄養素の三色食品群をバ
ランスよく摂取している割合が、前年度
69.1％から今年度は77.4％（＋8.3ポイン
ト）へ向上している。

〇今年度も掃除の時間を放課後に設定
し、中休みや昼休みで合計４５分の時
間をとり、外遊びをする児童が増えてい
る。また、高学年については放課後遊
びの時間を設け、校庭を開放することに
より、運動時間の確保に繋がっている。

４：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が８

０%以上

３；保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が７

５％以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が６

０％以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が６

０％未満

4:保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が８

０%以上

３；保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が７

５％以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が６

０％以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が６

０％未満

Ａ

４：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かりや
すい授業をしている」という

項目が８０％以上

３：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かりや
すい授業をしている」という

項目が７５%以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かりや
すい授業をしている」という

項目が６０%以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんにとって分かりや
すい授業をしている」という

項目が６０%未満
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Ｂ

３：

２：

４：

４：

３：

２：

４：保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が８０%以上

３；保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が７５％以上

２：保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が６０％以上

１：保護者アンケートによる
「教育活動の様子を分かり
やすく伝えている」という項

目が６０％未満

目標に対する成果指標

２：

４：

3

11

3

学校関係者記入欄

11

3

令和４年度　大田区立道塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇学級数　１８　学級　児童数　５３０名（令和４年５月現在）
〇令和２・３年度に大田区教育研究推進校として「研究主題」新たな「知」を創造する児童の育成をめざして　～未来ものづくり科のためのカリキュラム開発～　についての研究発表を行った。今年度も未来ものづくり科の研究実践校として取り組む。
〇コミュニティスクールとして、学校運営協議会を中心として、地域と協働した学校教育を実践する。

４：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項目

が８０％以上

３：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項目

が７５%以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項目

が６０%以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんが友達と良い関
係を築いている」という項目

が６０%未満
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1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇コミュニティースクール・モデル校とし
て、地域の各会の代表に出席していた
だき、年間６回の協議会を実施してい
る。また、他の先進校の学校運営協議
会を視察し、先行事例から実践を学ぶ
ことができた。

〇毎月１回学校支援地域本部との会合
を設け、日々の学校教育への支援体制
を確立し、地域との連携を図った。

〇学校だより、学年だよりを毎月25日に
発行した。週１回学校運営協議会のメン
バーの方が来校し、HP掲載の作業に従
事していただき、円滑な情報発信に繋
がっている。

・コミュニティースクール（学校運営協議会）の発足で学校と地域との基本的な枠組み
は出来た。委員がそれぞれの持ち味を活かして役割を果たそうとしている。地域の皆
様、保護者の皆様にも共通理解を図り、出来ることを一歩ずつ進めていきたい。
・CS校として仕組み作りを着々と進めている。
・地域人材による発信力支援は大きいと思う。また、具体的な活動を通じて地域力が
小学校を支援できる環境は歴史があり、大変素晴らしいと思う。特に体験活動は児童
の未来を左右するほど実質的活動になっていると考える。私自身はその活動の一端
におり、感謝するが次世代への活動継続を考えると難しい局面を迎えていることは否
めない。少なくとも若返る教員と高齢化する地域支援バランスを図り続ける必要性を
感じている。
・これからは、子供たちが育つ仕組みを地域、保護者がアイデアを出していくようにで
きるとよいかと思います。学校の負担にならないよう、町の課題解決につながるように
知恵をしぼれるとよいです。
・文部科学省が示している「社会に開かれた教育課程」の実践として、とても評価がで
きる。引き続き、校長先生のリーダーシップのもと、学校と地域が連携、協働したコミュ
ニティスクールのさらなる充実が図られるように、尽力していきたい。
・学校での情報を地域にもわかりやすく伝えて頂いてとても開かれた学校運営だと
思っております。協議委員の一員としてできる事を探して取り組んでいきたいと思って
おります。
・今年度、民生児童委員は先生方との情報共有の機会を頂いたことで、具体的な課
題をもって見守りができました。そして、その経過報告もできたことで地域の役割を実
感しました。
・学校支援地域本部を通して、今年度も協力団体が学校と連携できた。私も飼育委員
会の先生方と期待する子供たちの姿を共有して、委員会の活動を後押しすることがで
きました。
・学校だけでは問題解決しないことも増えてきているように感じます。子どもが家庭だ
けで育つのではなく、学校、地域といった様々な環境を通して育っていくのと同じよう
に、学校だけの問題にするのではなく、家庭・地域と連携して子供を育てていく仕組み
が必要だと改めて感じています。そういった意味ではCSの異議は大きいと感じます。
・地域との交流が薄れていく状況の中、道塚小は地域交流を推進していく学校として
最先端だと思います。地域で子どもを育てる地域全体で守っていきたいです。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

３：

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

コミュニティスクール連絡協議会を学期に２
回、年間で６回実施し、地域に開かれた学校
教育を実践する。

4

4

２：

１：

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

3

3

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・学習では、「一人ひとり」をみるという意識が必要です。
・基礎学力（特に算数）不足の児童を算数教室、担任、補習教員の連携で、個別の課題を具体的に
克服する工夫（見える化）をしたい。
・読書量は、学力に影響するので、今後も読書活動を進めてほしい。
・先生方は努力しているが、忙しく時間の余裕が少ないのが見られ、改善を考える必要があると思う。
・学力の二極化は気になるところではある。教員の個別対応が難しい実情であること、優れた地域人
材でも限界があると危惧する。
・読書活動が高いとの調査結果は素晴らしい。漫画を除いた結果とあるが、不適切な漫画ばかりでは
ないと思う。漫画の台詞から人の心情を読み取る力にもなれば、心の支えになり得る作品もある。漫
画は、世界的にも日本の文化として認められる現代において教育現場にも柔軟性が必要になってくる
のでは。
・家庭での学習習慣の定着が課題と思われます。保護者の役割をはっきり示す、宿題の出し方や処
理を工夫して先生方の過重負担にならないよう、学校運営協議会で話題にあげてはいかがでしょう
か。
・学力向上の項目だけ、取り組み評価が「３」になっているので、学校としての課題が明白である。最
大のミッションとして、改善できる具体的プランを示し、学校全体で改善・充実を図ってほしい。自学教
室３６回の参加率は、全校、各学年でどの程度なのか。
・自らがもった課題について学習するという場が、地域のことに長けた方から学ぶことができるのは貴
重であると思います。
・本好きな児童が多数で取り組みの成果だと思います。
・その日の学習のゴールをそれぞれのグループが自分たちで決めるという授業がありました。子供た
ちはスタートから意欲的に取り組み、終了には達成感を味わっているようでした。課題という低学年の
基礎の習得ですが、すでにかけはし期の時点で資質・能力に個性・格差があり大変難しいと思いまし
た。
・「学力の向上」とは、つまづきのある児童だけが対象なのでしょうか。つまづきのある児童に対して
の支援は先生方の努力のおかげで手厚くされているように感じますしかしながら、比較的学力が高い
児童への対応はあまり見受けられないように思われます。学力の高い児童へも少し配慮していただ
けると嬉しく思います。
・読書の取り組みや自学教室はとても評価できます。自主学習能力を伸ばすためには、児童のやる
気と興味を引くのが近道かと思いました。宿題についてもただ出すのではなく、何のために出すのか
を考えていくのも大切かと思います。

〇児童が自ら課題について学習する自
学教室を年間３６回実施している。参加
する児童の学力について、地域人材を
活用して伸ばす体制を昨年から構築し
て進めている。

〇学習効果測定の結果から、１～３年
時の学習の基礎基本の習得に課題が
残る。基礎的な学習内容の習得を繰り
返し行い、定着を図っていく。

〇１０月の読書の調査では、区の読書
活動推進計画の目標である１０冊を上
回る１３冊を記録した。また、３年間の
「家読」記録を１冊にまとめ、個々の読
記録を綴っている。今後も読書活動の
一層の充実を図っていく。
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

１：

・学校での努力が伺えるので続けてほしい。
・大人でも子どもでも自分自身のことは自分でする、ひと（他人や社会）のこ
とも考える。この２点を心がけられれば、十分社会で責任ある先生方がで
きると思われる。多くの項目で注意するよりも基本的なことを何度でも強調
してほしい。
・多国籍、多国語化により、問題の多様化が進み、対応に苦労していると
ころが見られる。
・校長先生をはじめ教員や関係者が一丸となって取り組んでいる様子がう
かがえる。特にいじめや精神的サポートが必要な児童のデリケートな問題
にも多くの教員が情報共有を行うことで前向きに取り組んでいると思う。特
別なサポートが必要な児童には適切な人材や費用を投じるべきである。小
中学校の連携も必要不可欠だと思う。
・東京都教育委員会が示している「いじめ総合対策（第二次・一部改訂）」
に基づき、未然防止、早期発見、早期対応、重大事項への対応の４つの項
目において、引き続き、適切に対応していただきたい。
・人間関係は目に見えることばかりではないので、すぐの解決などは難し
いと考えますが、学校では必要な対策をしっかりと整えていらっしゃると思
います。学校全体で情報共有して下さっていると保護者の方はとても安心
だと思います。
・支援の必要な児童、家庭への対策で民生児童委員としてお手伝いさせて
頂きました。その中で先生方の解決に向けての大変な努力と愛情を知りま
した。
・自己肯定感や自己有用感といったものは家庭での教育も大きく関わって
くるものだと思います。学校がどんなに取り組んでいても、家庭に戻ればリ
セットされてしまうようでは、学校の取り組みがもったいなく思います。ま
た、プラン１での記述と重複になりますが、一人一人が違った価値観や考
え方をもっているということを理解し、認め合い、受け入れるといったことを
伝えるのも大切だと思います。
・道徳的な取り組みはとても評価できます。不登校や学校に行きたくないと
思ってしまうのは、学校が「安心の場所」ではないのだと思います。
・子どもの可能性を信じ抜き寄り添う教育が必要とされると感じました。

・学校からの明確な方針が実施できていることが伺われる。続けて楽しみながら努力
してほしい。
・「早寝・早起き・朝ご飯」ラジオ体操等、体力向上の取り組みに期待します。
・学校、家庭が連携してさらに進めていく必要がある。
・コロナ禍での体力低下が大変危惧されたが、「魔法の朝ごはん」など、呼びかけを続
けた成果が現れていると思う。遊び場を確保すること、外遊びを促す取り組みがあり
児童の体力回復に期待できる。
・学校でできること、体育の授業での充実と休み時間での外遊びの確保を。放課後の
校庭での遊びは、学校が関与しないやり方を考えて、教職員の余計な負担にならな
いように。
・体力向上の取り組みを行うにあたり、中休みおよび昼休みの中で取り組める具体的
な活動内容を示し、児童が自らすすんで取り組めるようにする工夫をすると、さらに充
実が図られるのではないか。
・広い校庭で自由に体を動かせる時間はとても大切だと思います。リラックスできま
す。
・早寝・早起き・朝ご飯の毎日の地道な取り組みが成果をあげていることを大変評価
いたします。
・高学年の放課後遊びは子供たち自らが発信したことに価値があると思う。実現したこ
とでさらに体力、心身の育成に繋がると思います。
・外遊びをしない（したくない）児童へは、どのような対応をしているのでしょうか。「運
動をするため」だと嫌厭されがちだと思うので「学力向上のため」を推した声かけも良
いかもしれません。「脳は運動でつくられる」学力と運動は相関関係もあるようですの
で。
・早寝早起き朝ご飯のテーマソング最高に良かったです。もっとアピールしましょう。

・研究授業などを通しての各教員の努力が伺われる。成果を期待したい。
・特別支援教育にも理解と取り組みが感じられる。
・学校公開のアンケートへの対応も良い。
・先生方は努力しているが、忙しく時間の余裕が少ないのが見られ、改善
を考える必要があると思う。
・現実には教員の負担が大きいものだと感じたが研究発表を通じて高い教
育活動を行っていると思う。また、次世代教員への具体的な育成の場とし
て有意義な取り組みだと改めて感じた。一方で、教員においても児童に等
しく能力が問われており、児童が教員の思いと連動しているとは限らないこ
とも気になるところである。学校公開がほぼ通常の実施形態に戻ったこと
は様々な意味において大変喜ばしいものである。
・授業の改善充実に取り組んでいる姿が外部の方にもよく分かるように
なってきました。先生の学ぶ姿が子どもたちに大きく影響していると思いま
す。
・様々な形で授業公開等を公開することで授業改善が図られるので、引き
続き取り組んでいただきたい。
・児童の皆さんが様々な活動に意欲的なのは先生方の「わかりやすい授
業」があるからなのですね。先生方がとても熱心に取り組んでそれに応え
ていると感じます。支援が必要な児童への対応も細かく考えられていて、
熱心さが伝わってきます。
・授業力向上に向けて、研究授業、研修会、OJTなど多くのご努力に感謝
いたします。
・最近の学校公開を拝見していないので、どのような授業が行われている
かが分かりませんが、この報告書によると「分かりやすい授業について肯
定的なご意見がある」とのことですので、先生方が工夫を凝らして授業され
ているのだと思います。
・サポートルームがとても人気だと伺いました。子どもの話を聞くと、とても
楽しいところのようですね。子供にとってかけこめる場所があるのはとても
ありがたいです。わかりやすい授業の取り組みも大賛成です。
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4

4
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4

4

4
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〇いじめ防止基本方針に基づき、いじ
めに関する事案については、当該学年
だけでなく管理職、生活指導主幹が解
決に当たり、スピード感をもって対応し
ている。また、サポートルーム教員やス
クールカウンセラーとも連携し、早期解
決に努めている。問題行動が生じたとき
や不登校問題にかかわる児童対応が
必要なときは、関係機関を交えたケー
ス会議を行い、事案の解決に向けて協
議した。

〇毎週金曜日に生活指導に関する会
議を設け、各学年で抱える問題を共有
している。

〇月・火曜日には、スクールカウンセ
ラーが来校し、管理職及び教職員と情
報共有をし、適宜保護者への連絡を
行っている。２～６年生の全児童とグ
ループ面談を行い、実態の把握を行っ
た。

4

4

4

〇２学期より学校公開をほぼ通常の参
観形式に戻して実施した。回答のあった
保護者からは、「わかりやすい授業」に
ついて肯定的な評価を得ている。

〇区主催の研究発表会に参加し、各校
の研究の成果や課題について情報を共
有し、教職員の学びの機会を確保した。

〇特別支援教育コーディネーターが中
心となり、学級担任とサポートルーム教
員で定期的に校内委員会を開き、児童
への支援の在り方を話し合った。

〇各教科や特別支援教育の研修を随
時行い、授業力及び教員一人一人の学
級経営力の向上を図っている。

３：

２：

１：

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

　4 :保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が８

０%以上

３；保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が７

５％以上

２：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が６

０％以上

１：保護者アンケートによる
「お子さんは楽しく学校で過
ごしている」という項目が６

０％未満

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

3

・研究授業は成果があり、おおいに評価します。今後も成果の実を継続し
ていただきたい。
・タブレットを使用しているのをよく見かけるようになりました。上手に使える
よう日常的に指導していただきたい。
・人権教育、特に「子どもの人権」について深めたい。
・外国語教育、ICTに力を入れている。
・相手意識は日頃のコミュニケーションにより高まるものであり、その時間
を大きくとることが必要だと考える。教員の努力でICTの活用により、学習
の取り組みは大きく飛躍したと思うが、問題点を課題として一つずつ改善を
望む。
・人権については、価値観すら多様化する現代社会において難しい問題で
あるが、各家庭においても道徳的な姿勢をもって子どもと向き合うべきで
しょう。
・学校としてICT機器の活用が推進できている。授業での活用機会を増や
すための具体的な方策を示すことで、教員がさらに活用しやすくなるので
はないか。
・地域の事に関心をもち、研究を進めたりすることから外の世界を探究した
いと思う気持ちにつながると思いますので、今の活動の更なる充実を目指
して計画して頂けましたらと考えます。
・急がれるICT教育を学校全体で取り組んでいることがわかります。安全に
使うためのご指導は難しいと思いますが引き続きお願いします。
・研究発表では、子どもたちがタブレットを積極的に使いこなし、ICＴを効果
的に活用している授業を拝見しました。
・おおたの未來づくり科の設置に向けて研究発表では地域とのコミュニ
ケーションがフルに活用された授業が発表されていました。
・人権教育に関してですが、人権はその人のもつ背景、価値観、道徳観、
固定観念など複数の要因が絡んでくるものだと思います。様々な価値観、
考え方があるということ、その上で人権というものが成り立つものだという
ことを伝えていく必要があるのではないかと思います。また、人権がただ
「弱い者を守るためのもの」といった保護主義的な意識や誤った権利主義
に向かないよう伝えることも大切なのでと思います。
・研究発表では、先生も児童もとても能力成果につながったと思います。目
標に向かって全員で取り組んでいくことはとても素晴らしいと感じました。体
力向上に向けて更に取り組めるとよいと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

4
３：

Ｂ 3

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

3
１：

Ｄ

4

〇１年生から、児童にタブレットの基本
操作を学ばせ、週１度の持ち帰りを行
い、ICT活用能力の向上を図った。ICT
活用研修は、学期ごとに複数回実施し
教員のさらなるスキルアップを進めてい
る。今後は、児童の利用率を高めるよう
授業での活用機会を増やしていく。

〇各学年、専科が研究授業を行うこと
により、「大田の未来科」のカリキュラム
開発を進める。２年間の成果をまとめた
研究発表を今年度実施した全国小学校
生活科・総合的な学習教育の発表会に
生かし、東京大会の一会場として実施
することができた。今後も、地域の会社
や工場などと連携した経験を生かして、
地域人材との関わりを深めた学校教育
を実施する。
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